
♦☺ꜝ♪ה⸗◦ ₃JCJ₄ₓ101Ӈ0064
⁶⁶⁶1Ӈ4Ӈ8 ⱥꜞ401 ⁶03Έ3291Έ6475 Ⱨ■♆◑☺03Έ3291Έ6478⁶

　

JCJ６月集会

二宮 厚美（にのみや あつみ、1947年7月6日 - ）氏は、
愛媛県出身の神戸大学発達科学部人間環境科学科
社会環境論コースに所属する教授。愛媛県出身。
専攻は、経済学、労働－生活問題。渡辺治や
後藤道夫と親交が深く、雑誌『ポリティーク』の
編者の一人でもある。

（神戸大教授）

「百年に一度」の経済危機を生み出した新自由主義経済の正体は？　
いまなお「上げ潮」路線として根強く跋扈する新自由主義経済論者を
はびこらせるものはなにか。格差社会をつくり出した彼らを重用する
マスコミの無知、劣化ぶりは目を覆うばかり。
小泉劇場を引き継ぐように東国原、橋下、森田タレント知事の
劇場政治が続く日本に新自由主義の流れが･･･

気鋭の経済学者によって現在の危機の寄って来たるゆえんが明快、痛快に
明らかにされる。そして国民生活をどん底から救う処方箋は、どう「チェンジ」
していくべきか、その方向性を参加者と共に考えていく集い。
市民もジャーナリストも経営者も労働者も学生も寄ってたかって考えたい。
　　　　　　　　　　　　追伸：集い終了後、講師を招いて懇親会を予定。

著書
•自治体の公共性と民間委託―保育・給食労働の公共性と
　公務労働 
•憲法25条+9条の新福祉国家 二宮 厚美 
•コミュニケーション的関係がひらく
　障害児教育―神大附属養護学校の教育実践 
•日本財政の改革（共著） 
•未来の日本へ、未来の福祉へ
　ゆたかさという対岸への船出のために（共著） など

午後１時開場　１時 30分 開会
岩波セミナールーム

　千代田区神田神保町２-１　岩波ブックセンター３F
　（地下鉄　新宿線・三田線・半蔵門線　神保町A-６出口１分）

参加費 1,２00円（予約・会員1000円学生８00円）

６月６日〔土〕

市民とジャーナリストを結ぶ

日本ジャーナリスト会議

JAPAN CONGRESS of JOURNALISTS

マスコミに責任はないか。
　破綻の「新自由主

義経済」　

　　　　　　　　
　　　煽り続ける


